
 

JICA 中小企業・SDGs ビジネス支援事業 

ゲアン省ムオンセン村にて「最終報告会」を開催 

― 高品質なニンニク栽培技術を地域へ伝え、持続的な経済成長、雇用機会の増加、 

農家の生計向上を目指す ― 

 

2026 年 5 月 22 日 

国際協力機構（JICA）ベトナム事務所 

 

 JICA はファーマーズ協同組合（所在地：香川県善通寺市、以下「ファーマーズ」）から

提案があった「ベトナム国ゲアン省さぬきニンニクのバリューチェーン構築に係る普及・

実証・ビジネス化事業（中小企業支援型）」（以下「本事業」）を実施しています（実施期

間：2023 年～2026 年）。 

 本事業の締めくくりとして、2026 年 5 月 22 日、ゲアン省ムオンセン村にて最終報告会

を開催しました。当日は、JICA、ファーマーズ協同組合、農業環境局をはじめとする関係

機関および本事業に参加した現地農家等、50 名以上が参加し、これまでの実証・検証結果

と、今後の普及・事業化に向けた方向性を共有しました。 

 本事業は、さぬきニンニクの栽培から収穫後処理、貯蔵、加工、普及・販売までを見据

えたバリューチェーンの構築を通じて、地域における雇用創出や生計向上、産業振興に貢

献することを目的としています。このさぬきニンニクの普及・実証・ビジネス化の目標に

向けて、以下の取り組みを実施しました。まず、実証栽培を通じて C/P（カウンターパー

ト）圃場における栽培方法と農家への指導方法を確認するとともに、委託実証により農家

による栽培の可能性を検証しました。さらに、収穫後処理・貯蔵・加工の各工程について

カウンターパート機関施設での実施可能性を確認し、最終的にさぬきニンニクの普及に向

けた事業展開計画の策定を目指しました。 

        これらの実証・検証を通じて、主に以下の成果を得ました。3 年間の気温測定・解析

により、栽培期間中の気温が想定より高いことを把握し、同省ナゴイ村の試験圃場におけ

る継続的な試験栽培により地域条件に適した栽培技術を確立に向けた知見を得ました。ま

た、病害虫防除や土づくり、灌水・マルチングなどの栽培管理技術を体系化し、マニュア

ルとして整理しました。さらに、農家の技術習得状況や受入れ可能性の検討、委託栽培お

よび聞き取り調査を通じて普及の見通しを確認しました。加えて、収穫後処理や貯蔵技術、

黒ニンニクやしょうゆ漬けなどの加工による付加価値化の可能性を検討するとともに、ト

ラクターや耕運機、ビニールハウス、種子保管設備などの農業関連設備・機材の譲渡によ

って生産基盤の強化を図りました。 

     本事業には、日本から帰国したゲアン省出身の元技能実習生が、現地の栽培指導員とし

て参画しています。日本で習得した高い栽培技術と知識を母国に還元する事例としても評

価されています。   



 

 JICA は引き続き、地域住民や関係機関との信頼関係を深めながら、持続可能で包摂的な

農村振興モデルの構築を支援してゆきます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

お問い合わせ： JICA ベトナム事務所 広報班 関 里緒菜  

Tel: (+84-24) 3831 5005（内線 125）E-mail: Seki-Riona@jica.go.jp 
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